
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５年生のみおさんとお母さんの会話です。 

みおさん：「お母さん、さっちゃんはスマホを買ってもらったよ！私も欲しいよ。塾の 

迎えに来てもらう時もお母さんに電話できるし、便利だよ。買って

よ。」 

母：     「スマホって確かに便利だけど、いろいろ危険と隣り合わせじゃないか

しら。」 

みおさん：「大丈夫だよ。電話として使うだけだよ。」 

母：     「料金だって高額なのよ。スマホに夢中になって、勉強しなくなるのも

心配だわ。」 

みおさん：「使い過ぎないから大丈夫。ちゃんと勉強もするから。友だちと連絡が

とれないと私だけ仲間はずれになっちゃう。」 

母：     「うぅ～～～ん。小学生にスマホは必要なのかしら？」 

こんなことありませんか？ 

 子どもにケータイ・スマホは必要だと思いますか。与えるとしたら保

護者としてどんなことを子どもと話し合いますか。 

                      

                    

                    

           

ネットとの付き合い方 

「ちょっと待って！ケータイ・スマホ～わが家の約束～」 

ワークシート１ 

ワーク１ 

No.15 ネットとの付き合い方 



 

  

 

 

 

【事例１】小学校５年生の太郎さんは、無料オンラインゲームで遊んでいました。アイテム

購入は有料と知らずにどんどんアイテムを購入しました。 

 

 

 

 

 

【事例２】小学校６年生の花子さんは、ＳＮＳの日記に書き込みをしています。友だちと撮っ

た写真や名前、学校名も一緒に書きました。 

※ＳＮＳ：ソーシャルネットワーキングサービス（コミュニティ型のＷｅｂサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットは利便性の高い道具。しかし、その使用には大きな問

題も存在していることを子どもと一緒に考えてみる必要があるね。携

帯電話（スマートフォン）などインターネットに接続できる機器を与え

られるのは保護者だけだよ。ネットトラブルから子どもを守れるのは、

家庭しかないのだと肝に銘じておきたいものだね。 

ワーク２ 

 

 次の事例からこの後に起こるトラブルを考えてみましょう。 

ワークシート２ 

◇他の方の意見をメモしましょう◇ 

 

 

 

いいね！ 

 

 

 

いいね！ 

 

No.15 ネットとの付き合い方 

今日気が付いたこと、わが家でもやってみようと思ったことは何でしたか？ 

 

 

 

今日からぜひやってみてくださいね。お疲れ様でした。 

 



 

  

 

 

 

資料１ 

家庭でネットルールをつくろう！ 

No.15 ネットとの付き合い方 



 

  

 

 

岐阜県青少年健全育成条例により青少年が使用するスマートフォン等の携帯電話について、保護者

には以下の項目が義務付けられています。 

 
① フィルタリングサービスを利用しない場合、携帯電話事業者（販売店）に書面を提出しなければな
りません。                       

② 家庭において、青少年のインターネット利用状況を適切に管理し、ルールづくりに努めなければな

りません。 

 

チェックポイントを確認して、わが家の約束を決めよう！ 

No.15 ネットとの付き合い方 

出典：親子で話そう！語ろう！わが家のインターネット接続機器の安全利用！（チェックシート） 

（ネット安全・安心ぎふコンソーシアム http://www.ip.mirai.ne.jp/~g-ikusei/consortium/document/checksheet.pdf） 

資料２ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
No.15 ネットとの付き合い方 

実践カード 



 

  

 

 

 

 

時 間 進 め 方 留 意 点 
 
１０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「みなさん、こんにちは。本日は参加いただきありがとう
ございます。今日は『ネットとの付き合い方』について
考えましょう。」 

 
 

「最初にみなさんで簡単なゲームを楽しみましょう。で
は、やり方を説明します。」 
◆グループ内で順番に自己紹介をする。 
◆自己紹介の中に「好きな食べ物」を必ず入れる。 
 

 
「では、これから活動に入りますが、その中でみなさんに
守ってほしい約束が３つあります。」 
◆3 つの約束を確認する。 
 

 
「まず、ワークシートをご覧ください。」 
◆「こんなことありませんか？」を読む。 
＜ワーク１＞ 
「では、あなたの子どもがケータイ・スマホを欲しいと言
ったら、どんなことを話し合いますか。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
・小学生には、必要はないと思う。 
・使うのは、居間など親の目の届くところでのみと約
束する。 
・学校に持っていかないことは当然だし、時間を決め
て使う。 

＜ワーク 2＞ 
「事例を読んで、その後起こり得るトラブルについて考え
てみましょう。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
事例１ 
・高額請求がきて驚く。 
・ネット上でアイテムを売買し、トラブルになる。 
事例２ 
・知らない人から連絡が来るようになる。 
・自分になりすまされて勝手に写真を使われる。 

 
 

「今日の話し合いを聞いて、よいと思ったこと、やってみ
ようと思ったことは何ですか。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
 ・わが家流の約束事をしっかり決める。 
 ・子どもに危険性を説明できるように、親ももっと勉強
しようと思った。 

「いろいろな意見の中には、今日からいかせそうなヒント
がありました。私は◯◯さんの△△という意見がなる
ほどと思いました。話し合うことで気持ちが軽くなった
方もいらっしゃるでしょう。これからも積極的にこうした
機会を活用してください。」 

 
◇笑顔で親しみやすい言動を心がける。 
 
 
 
 
 
◇「７ アイスブレイク①」参照。 
 
 
 
 
 
◇「３ 3 つの約束」参照。 
◇家庭内の話題も出るため、信頼関係が大切であ
ることを理解してもらう。 

 
◇「5 進行役について(1)子育てサロン型」参照。 
 
 
 
 
 
◇ワークシートにメモする時間がなければ、そのま
ま交流に入ってもよい。 

◇参加者が話しやすくなるよう、進行役が最初に
困っていることや悩んでいることを話すとよい。 

 
 
 
◇時間配分を考え、全員に話す機会を与える。 
 
◇資料１、２を配布し、参考にする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇代表で１～２人に話してもらう。 
 
 
 
◇進行役が参加者と同じ目線で「こんなヒントをも
らった」という話ができるとよい。 

 
◇資料３を配り、各家庭で参考にしてもらうよう促
す。 

振り返り 

ワークショップ 

３つの約束の確認 

アイスブレイク 

はじめのことば 

○ ケータイ・スマホを中心としたネットとの付き合い方について、必要性と危険性を理解し、わが家流の

付き合い方について考えてみましょう。 

ねらい 

進行案 

小道具として「お茶」やちょっとした「お菓

子」があると、やわらかい雰囲気を演出し、 

話も弾みやすくなる。 

No.15 ネットとの付き合い方 


